
【テーマ】
「Plus-DX採択事例から学ぶDX推進の勘所」
【主催】次世代情報システム検討分科会 活動報告

日 時：2021年10月29日（金）15:00 –17:00
場 所：オンライン分科会
出席者：72名
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１．研究内容

２．スケジュール

1

次世代情報システム検討分科会では、「Plus-DX採択事例から学ぶDX推進の勘所」をテーマとして今年
度第2回目となるオンライン分科会を開催しました。
前半は、文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン（Plus-DX）」に採択された大
学（関西大学、京都産業大学、羽衣国際大学）をお呼びしご講演いただきました。後半においては、質疑
応答やディスカッションを通して、参加者の皆さまと開催テーマに関するの深堀りや課題の共有など有意義な
意見交換を行いました。

15:00

16:00

17:00

分科会開始

＜ご紹介＞
文部科学省の「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン（Plus-DX）」に
採択された大学による取り組み事例のご紹介。

○関西大学 様
関大LMSで繋がる「今の学び」と「未来の自分」
- 学習環境の再構築とキャリア支援 –

○京都産業大学 様
「学生の気づきと主体的な学びを促進するデータ駆動型教育の実現」
ＤＸ推進のための基盤形成

○羽衣国際大学 様
「小規模私立大学のDX教育モデル基盤構築」
～羽衣国際大学の DX 推進計画と反転 授業～

＜意見交換＞
前半の事例紹介の内容を中心に、質疑応答やディスカッションを通して、参加者の
皆さまと開催テーマに関するの深堀りや課題の共有など意見交換を行いました。

分科会終了
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4．所感（次世代情報システム検討分科会運営委員会）

今年度2度目の本分科会では、DXの理解を深め基本を学ぶ目的で次世代情報システム検討分科会と大学経営・情報化戦略分科会と
の合同で行った1回目のアンケート等を踏まえ、関心が高いと思われる文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン
（Plus-DX）」に採択された3大学のご担当者に、申請までの動きや流れ、DX推進体制について、各大学の基本的な考え方や意思決
定方針だけでなく、普段は聞けないような学内の事情や苦労した点も赤裸々に語っていただいた。この部分が大変興味深かったこともあり、
後半の意見交換会では、さらに突っ込んだ内容での質疑応答が行われ、参加者の方々の大学の個々の事情もうかがえる大変有意義なも
のとなった。
このことはアンケート結果にも現れており、特に前半の事例発表は、大変満足、満足を合わせると91.7％と高く、関心の高さがうかがえた。
半面、後半の意見交換会については72.8％と低下しており、オンライン開催でグループワークが行えなかったことと、質疑応答が予定していた
時間より短くなったことが影響したと思われる。しかしながら、全体的には9割の参加者に満足いただけた結果となり、本分科会の目的は達成
できたと感じた。頂いたご意見では、情報交換の機会をまた作って欲しいといったご要望もあり、本分科会では第3回に向け、それらを踏まえ
て内容や運営方法を検討中である。

3．参加校 [22校40名] ・参加企業[5社32名] ・参加総数[72名]

愛知教育大学 [1]
追手門学院大学 [2]
大阪工業大学 [1]
大阪電気通信大学 [1]
学校法人常翔学園 [1]
関西大学 [9]
関西学院大学 [2]
神田外語大学 [2]
京都芸術大学 [1]
京都産業大学 [3]
共立女子大学 [2]

神戸学院大学 [1]
國學院大學 [1]
国士舘大学 [1]
清泉女子大学 [1]
摂南大学 [1]
東洋学園大学 [2]
日本女子大学 [1]
羽衣国際大学 [3]
文京学院大学 [2]
名城大学 [1]
早稲田大学 [1]

株式会社システムデザイン [1]
電子システム株式会社 [1]
東通産業株式会社 [4]
西日本電信電話株式会社 [1]
富士通Japan株式会社 [25]

【事務局より】

次頁以降に開催後アンンケート結果（抜粋版）を記載しています。
開催後のアンケート結果詳細版や当日プレゼン資料ご覧になりたい方は、「CS研・IS研情報交換サイト」に掲載しておりますのでそちらをご覧ください。

「CS研・IS研情報交換サイト」について
○CS研・IS研の会員向けに情報・資料をご提供し、会員の皆様で情報交換をする会員専用のサイトです。
（新規入会ご希望の方は、右下の事務局まで、お手数ではありますがご連絡ください。）
URL： https://www-std01.ufinity.jp/csisken/

○情報交換サイトをご覧になるにはIDとパスワードが必要となります。お持ちでない場合は以下のサイトにてお申込みください。
お申込みサイト：https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/46757

【連絡先】
私立大学キャンパスシステム研究会 事務局
〒105-7123 東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター
富士通Japan株式会社 デマンド創出・カスタマリレーション部内
E-mail : fj-csken-secretary@dl.jp.fujitsu.com

【分科会の様子】

https://www-std01.ufinity.jp/csisken/
https://www-std01.ufinity.jp/csisken/
https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/46757
mailto:fj-csken-secretary@dl.jp.fujitsu.com
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開催後アンケート結果 【回答数／対象者数：29／40（大学関係者のみ）】

■担当業務と役職について

■参加者の年齢層について

■参加した目的について
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■関西大学様講演について

■本日の分科会の全体満足度

■全体満足度の評価理由について

※回答が複数あったものには
下線を引いています。

満足以上 ：91.7%
やや不満以下： 0%

■事例紹介について

➢ 先行大学の事例を学ぶことができて有用だった。
➢ ３大学の事例をまとめて聞くことができた。それぞれの特徴もあり、内容もすべて参考になった。
➢ ３大学の裏話が聞け，DXを推進する勘所を理解することができました。
➢ 直接、苦労した点が聞けた。
➢ 現場での取り組みについての考え方、流れが理解できた。
➢ 多くの共感を得る話を聞くことででき、今後の本学のDXの方向性を確認することができた。
➢ 普段はあまり聞けない大学の内情を知ることができた。
➢ 大変勉強になった。
■補助金申請の取り組みについて
➢ 申請まで短い補助金を獲得できる大学の体制や申請の流れが聞けた。
➢ 文科省申請・DX取組で苦労した点を聞けたこと
➢ 文科省の補助事業に採択された大学様の取組（裏話などを含め）を聴くことができた。
➢ DXの多様な取組について、申請に至る経緯や目的などを聴くことができ、大変参考になった。
■その他
➢ 新たな情報をあまり得ることができなかった。 など

満足以上： 91.7％
やや不満以下：０%
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■京都産業大学様講演について

■羽衣国際大学様講演について

満足以上： 91.7％
やや不満以下：０%

満足以上： 91.7％
やや不満以下：０%

■意見交換の満足度について 満足以上： 72.8％
やや不満以下：4.5％
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■当日運営の満足度について

■CS研では、本年度は「キャンパス×DX」というテーマで勉強会や11月にワークショップを実施します。来年度も継続して同じ
テーマを予定していますが、来年度全体として実施してほしいイベント等はありますか？ (一部省略・抜粋）

➢ 新たな教育モデル創出としてのDX 高等教育におけるDXの可能性 などに関心がある。

満足以上： 72.7%
やや不満以下：０%

■ＣＳ研についてのご意見・ご要望について(一部省略）

➢ 毎回、大変興味深いテーマのイベントである。
➢ 参加された大学の皆様はDXに関心をお持ちであり、さまざまな事例を現場でご経験されているかと思うので、また情報交換の機会があれば

と思う。 テーマ別にグループワークなどがあればより突っ込んだ情報交換ができるかと思う。


